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1

ＷｅｂＮＡＣＣＳにおける利用者ＩＤ等について（新規提案）

１．ＷｅｂＮＡＣＣＳにおける利用者ＩＤ
ＷｅｂＮＡＣＣＳを利用するための利用者ＩＤについては、インターネット接続とその他の接続とを区別する必要があるた

め、ｎｅｔＮＡＣＣＳ同様、利用者ＩＤの識別番号３桁目を英字とする。従って、現在、ｎｅｔＮＡＣＣＳを利用している利
用者の場合は、特段の手続き等を行うことなく、既存の利用者ＩＤによってＷｅｂＮＡＣＣＳを利用することが可能となる。
（ｎｅｔＮＡＣＣＳを利用していない利用者が、新たにＷｅｂＮＡＣＣＳを利用する場合は、新たな利用者ＩＤの取得が必要
となる。）

２．ＷｅｂＡＰＳ（動植物検疫関連業務のＷｅｂ業務）における利用可能ＩＤの見直し
ＷｅｂＮＡＣＣＳの提供業務には、動植物検疫関連業務も含まれるが、現状では、インタラクティブ処理方式の利用者ＩＤ

でＷｅｂＡＰＳが利用可能となっている。
第６次ＮＡＣＣＳにおいては、ＷｅｂＮＡＣＣＳにおける利用者ＩＤのチェックを行うことから、ＷｅｂＡＰＳにおいても

同様のチェックを行うこととしている。このため、現行ＮＡＣＣＳにおいて、インタラクティブ処理方式及びメール処理方式
の利用者ＩＤで、ＷｅｂＡＰＳを利用している利用者については、新たに利用者ＩＤを取得することが必要となる。

接続処理方式 現行（第５次）ＮＡＣＣＳ 次期（第６次）ＮＡＣＣＳ

インタラクティブ ○ ×

メール ○ ー

ｎｅｔＮＡＣＣＳ ○ ○

参考 接続処理方式にかかる利用者ＩＤの違いによるＷｅｂＡＰＳの利用可否

備考 現行では、接続処理方式を問わずにＷｅｂＡＰＳの利用が可能となっているが、
第６次ＮＡＣＣＳでは接続処理方式による制限を新たに設ける。
例えば、ＷｅｂＡＰＳでのみ実施可能な動物検疫所に係る「検査場所指定申請」
業務や、ＮＡＣＣＳでも提供されている「輸入畜産物検査申請入庫状況登録
（ＩＳＳ０１）」業務をＷｅｂＡＰＳで実施している利用者については、新たに
ｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式の利用者ＩＤを取得することが必要となる。
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